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手を使っちゃだめヨノ

横川小学校で最後の運動会

ー

パン食い競走のとき「手を使っちゃだ

めヨノ」との声援が飛び， さわやかな笑

顔がグランドに広がっていきました。

横川小学校(室橋利夫校長，児童3人）

は，来春君田小学校への統合が決まり，

115年の伝統と歴史に幕を閉じることに

なりました。

今年，市内へ転校した児童などを含め

た約130人が参加一地域ぐるみで白熱

した最後の大運動会となりました。

〔9月18日旧)〕

一
、
自
然
を
た
い
せ
つ
に
し
、

美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し

ょ
震
う

一
、
き
ま
り
を
守
り
、
明
る
い

ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、
礼
儀
を
正
し
く
し
、
う
る

お
い
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り

＋
ま
‐
し
ょ
声
フ

ー
、
元
気
で
働
き
、
豊
か
な
ま

ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、
思
い
や
り
の
あ
る
、
あ
た

た
か
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し

ょ
宏
フ 市

民
憲
章

7.…･ ･ ･ ･ ･オペラ「カルメン」でデビュ

ー（国井美香さん）

10～11･ ･通報を確実に，保健婦だより

「茨城の自然100選」

市議会だより，黄河流域の緑

化運動

主なもくじ
4～5

2～3“･65歳以上のお年寄り4,189人，
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九
月
の
敬
老
週
間
を
迎
え
、
市
内
の
各

地
で
敬
老
会
な
ど
、
お
年
寄
り
を
囲
む

65戯以上⑳翁年寄②

49nS③八(4月'日現在）

ベ’スト20 (年齢： 9月15日現在）

(敬称略）

順位 氏 名 生年月日 ｜ 年齢住所

市内各地で

さまざまな催し

11 内田カツノ 上手綱

大和町

93M28.2.10

M28.9.25

田
木々

水
塙
佐

キ ク

義雄

ゆ き

蛇
一
蛇

12

島名 M28.12.24

M29. 3． 1

喝

Ｍ 本m] 92

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
も
の
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
市
か
ら
は
、
七
十
歳
以
上
の
お
年
寄

り
二
、
八
○
三
人
に
敬
老
祝
品
、
八
十

歳
以
上
の
お
年
寄
り
六
八
九
人
に
敬
老

祝
金
が
、
そ
れ
ぞ
れ
長
寿
を
祝
い
贈
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
八
十
八
歳
以
上
の
一
三
二
人

に
は
、
市
長
が
自
宅
を
訪
問
し
直
接
長
露

寿
の
お
祝
い
の
品
を
贈
り
ま
し
た
。
披

市
内
の
六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
始↓

は
、
四
、
一
八
九
人
（
四
月
一
日
現
在
）
踊

で
，
昨
年
同
期
と
比
べ
る
と
二
一
三
人
麺

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

木１ノ

老
人
福
祉
大
会
と
▼

三
世
代
の
集
い
芸
能
発
表
会

九
月
十
五
日
㈱
敬
老
の
日
の
こ
の

島名滝 う め

矢代ひろ

92M29.3 .1215

安良川 M29.5 . 5 蛇

蛇

16

後藤すて 大和町 M29.7.9

下手綱 M29.8．28

17

半澤つや 92岨

四 助友亀治 ｜ 安良川 M2999 92

丁

つ
ユー

ドーオ

ア 高浜町 92M29.9．10柴田
20

M2991091大森ナホ 上手綱

日
、
市
民
体
育
館
で
、
第
二
十
三
回
高

萩
市
老
人
福
祉
大
会
と
三
世
代
の
集
い

芸
能
発
表
会
が
、
約
八
百
人
の
参
加
で

開
か
れ
ま
し
た
。

老
人
福
祉
大
会
で
は
、
功
労
者
表
彰

や
優
良
ク
ラ
ブ
表
彰
、
高
齢
者
（
八
十

八
歳
到
達
者
）
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
、

ま
す
ま
す
の
長
寿
を
願
い
、
会
場
か
ら

盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
軽
体
操
や
芸
能
発
表
な

ど
、
三
世
代
が
一
つ
の
会
場
に
集
い
、

歌
や
踊
り
に
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま

ら
ん
」
心
う

し
た
。
ま
た
、
中
国
藺
州
市
か
ら
の
洋

裁
の
研
修
生
も
フ
ァ
ヅ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

九
月
十
二
日
側
、
十
三
日
㈹
の
二
日

間
に
わ
た
っ
て
、
市
内
で
今
年
八
十
五

手
づ
く
り
の
座
布
団
を

プ
レ
ゼ
ン
ト ’

茨
城
の
豊
か
な
自
然
を
二
十
一
世
紀

に
生
き
る
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
ご
う

と
の
願
い
を
込
め
て
、
朝
日
新
聞
社
や

茨
城
県
、
㈱
森
林
文
化
協
会
、
茨
城
放

送
が
共
催
す
る
「
茨
城
の
自
然
一
○
○

選
」
の
候
補
地
二
九
二
か
所
が
決
ま
り

九
月
十
三
日
㈹
か
ら
、
受
け
付
け
が
始

ま
り
ま
し
た
。

高
萩
市
か
ら
は
、
次
の
十
か
所
が
候

補
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。
締
め
切
り
は

十
一
月
三
十
日
㈱
ま
で
で
、
一
人
何
か

所
で
も
何
枚
で
も
応
募
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

応
募
先
〒
三
一
○
水
戸
市
大
町
一
ノ

ニ
ノ
三
八
朝
日
新
聞
社
水
戸
支
局
「
茨

城
の
自
然
一
○
○
選
」
係

応
募
方
法
右
下
の
応
募
用
紙
、
ま
た

は
、
官
製
は
が
き
で
応
募
く
だ
さ
い
。

な
お
、
候
補
地
は
、
あ
く
ま
で
応
募

上
の
目
安
で
す
。
ぜ
ひ
残
し
た
い
自
然

が
あ
れ
ば
、
候
補
地
以
外
で
も
自
由
に

応
募
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
「
茨
城
の
自
然
一
○
○

選
」
事
務
局
金
○
二
九
二
’
二
六
’
七

一
ハ
ー
ハ
一
ハ
ヘ

十
一
月
三
十
日
㈱
が

締
め
切
り
で
す

何
か
所
で
も
旋
募
で
き
ま
す

「
茨
城
の
自
然
一
○
○
選
」

ー

市
内
か
ら

十
か
所
が
候
補
地
に

茨城の自然100選応募用紙一
一
二
大
北
渓
谷

大
北
川
の
約
四
ｍ
は
深
く
Ｖ
字
谷
と

な
り
、
落
葉
広
葉
樹
林
が
茂
り
、
イ
ワ

ヒ
バ
や
シ
ダ
類
が
豊
富
で
す
。

一
一
三
愛
林
記
念
の
森
下
君
田

「
柳
沢
地
区
に
あ
る
十
六
地
の
良
質
な

杉
、
ヒ
ノ
キ
を
後
世
に
残
し
て
欲
し
い
凶

と
の
地
元
の
要
望
に
こ
た
え
、
高
萩
営

林
署
が
伐
採
せ
ず
に
保
存
、
ミ
ズ
ナ
ラ

の
大
木
や
マ
イ
ヅ
ル
ソ
ウ
の
群
落
も
あ

り
ま
す
。

’
’
四
滝
の
倉
湿
原
上
君
田

標
高
約
七
○
○
ｍ
、
面
積
二
ｍ
の
高、

1枚につき1カ所に限ります1人何枚でも何カ所でも応募できます

●候補地番号 ●推薦地

［ 」

〒口、ローロロ
住
所

｜署 蔵| 舅女 |童’ ｜蔓｜
朝日新聞社茨城県

茨城放送財森林文化協会金
守ろう低いばら9

(応募用紙は，市役所商工課にあります｡）
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ー （一一一一一一」

口
めでとう100歳お 市内の高齢者

日
皿
釧
皿

〃

月
４

１
昭

８

企
０

２
４
５

一生，↑，●

申

■

■

生
ｗ
ｗ
岬
皿

所

町

戸

綱

能

Ⅱ禾

手

住
大
高
上

大

住所 年齢

101

氏 名

益子つね

泉 ま つ

順位

まつ
さん

戸）

泉
１

２

I

’
99／吉

Ⅷ可

I
▲竹内副知事が

お祝いに訪問 明治22年1月30日生 96齋藤かん

佐川富造

3

I

96

95

4

九
月
十
四
日
㈱
今
年
度
中
に
、
百

歳
に
到
達
す
る
泉
ま
つ
さ
ん
㈱
（
高
戸
）

の
自
宅
を
竹
内
副
知
事
が
訪
れ
、
内
閣

ほ
う

総
理
大
臣
と
県
知
事
か
ら
の
褒
状
と
記

念
品
を
贈
り
、
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
今
年
度
中
に
百
歳
に
到
達

す
る
県
内
の
十
九
人
の
代
表
と
し
て
、

竹
内
副
知
事
が
泉
さ
ん
宅
を
お
祝
い
に

訪
れ
た
も
の
で
す
。

泉
ま
つ
さ
ん
は
、
元
気
に
座
イ
ス
にはう

座
り
、
う
れ
し
そ
う
に
副
知
事
か
ら
褒

状
と
記
念
品
を
直
接
に
受
け
と
っ
て
い

ま
し
た
。

ま
っ
さ
ん
は
、
毎
日
、
布
団
の
上
や

縁
側
な
ど
か
ら
庭
を
な
が
め
、
休
日
に

孫
や
ひ
孫
な
ど
が
来
る
の
を
と
て
も
楽

る
み

も
き

森
崎

大
時

５
６

M26.8.18

M26.12, 2

吉
向 戸

島名 94

庁』

６

東本町 M27.4.3 94大谷さ と

鈴木さ た M27. 9 .11 1 94古
向 戸8

I
下手綱 M27. 9 .20 93

束本町 M27.11.17 93

93

93

齋藤ナセ9
'一

内田ひて10

て ‘二 んしと酢きた派し｜

嬢曹rギ屋：蒼脅賞寡魯別
烈近M'享縣.程手：歩患剛

i ；凄乏I
灘ざ#鬘；鴬I

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

（

、

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

，

一

一

一

一

一

歳
に
な
っ
た
お
年
寄
り
五
十
二
人
に
、

高
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
、
手
づ

く
り
の
座
布
団
が
お
祝
い
に
贈
ら
れ
、

大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
先
だ
ち
九
月
九
日
㈲
、
老
人

い
こ
い
の
家
で
、
手
づ
く
り
の
座
布
団

づ
く
り
が
、
各
種
婦
人
団
体
の
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
で
行
わ
れ
ま
し
た
。己 ▲手づくりの座布団をプレゼント

①動植物の生態がよく保たれてい

る山，森林，渓谷，湖沼，河川，

海岸など。

②日本の植生からみて重要な自然

林，例えばブナ林など。

③昆虫や野島など小動物の生息地，

野草などの自生地として学術的

に貴重な自然

④渡り烏の中継基地となっている

森林，河川，湖沼，海岸

〆層
湿
原
、
コ
ケ
類
や
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン

ボ
、
オ
ゼ
イ
ト
ト
ン
ボ
な
ど
や
、
県
内

で
は
ま
れ
な
ミ
ツ
ガ
シ
ワ
も
見
ら
れ
ま

す
。

た
つ
わ
れ
さ
ん

一
一
五
竪
破
山

標
高
六
五
八
ｍ
、
か
こ
う
岩
の
山
で
、

「
七
石
」
と
い
う
巨
石
が
散
在
、
山
頂

に
ブ
ナ
林
が
あ
り
ま
す
。

’
’
六
土
岳

標
高
五
九
九
ｍ
の
山
頂
は
草
原
で
、

ホ
シ
チ
ャ
バ
ネ
セ
セ
リ
な
ど
の
チ
ョ
ウ

が
舞
い
、
山
ろ
く
は
コ
ナ
ラ
や
ウ
リ
ヵ

エ
デ
、
ケ
ヤ
キ
な
ど
の
広
大
な
自
然
林
、

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
や
リ
ョ
ウ
ブ
の
大
木
も
あ

り
ま
す
。

’
一
七
花
貫
渓
谷

コ
ナ
ラ
や
カ
エ
デ
類
に
交
じ
り
カ
ゴ

ノ
キ
や
リ
ン
ボ
ク
が
自
生
、
津
智
岳
橋

を
中
心
と
し
た
五
加
の
流
れ
が
美
し
く
、

な
め
り

不
動
滝
、
名
馬
里
が
淵
な
ど
の
名
勝
地

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ヒ
メ
コ
マ
ッ
や

エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
の
分
布
も
貴
重
で

寸一
′

○
d■■■■

八 ､マ

上
手
綱
の
ヒ
メ
コ
マ
ッ
群

鵡戟蒔確声標津 辨需群X蕊津奉軒X溶汰辨詫需辮

⑤文化史跡と豊かな自然に恵まれ

たところ。

⑥身近な都市公園，鎮守の森，散

策路，野鳥の森， 自然歩道な

ど。

⑦人の営みが自然の形態を作り出

した屋敷林，平地林など。

⑧地元では親しまれていなが

ら，広くは知られていない隠れ

た自然

⑨開発後でも，住民の努力など

で自然の復元が期待できるとこ

ろ、

谷
沿
い
の
山
中
に
、
減
り
つ
つ
あ
る

ヒ
メ
コ
マ
ッ
が
七
本
自
生
、
近
く
で
若

木
も
育
っ
て
い
ま
す
。

’
’
九
お
手
ま
き
記
念
の
森

昭
和
五
十
一
年
の
植
樹
祭
会
場
と
な

っ
た
二
五
随
の
森
林
公
園
、
ア
カ
マ
ッ

林
の
な
か
に
あ
り
、
ヒ
ト
ッ
ボ
ク
ロ
な

ど
の
野
草
も
見
ら
れ
ま
す
。

’
二
○
高
萩
台
地
の
屋
敷
森

市
東
部
の
標
高
三
十
か
ら
七
十
ｍ
の

台
地
に
広
が
る
東
西
四
ｍ
、
南
北
五
加

の
地
域
は
、
屋
敷
林
、
社
寺
林
が
良
く

発
達
し
て
お
り
、
ス
ダ
ジ
イ
や
ア
カ
ガ

シ
に
交
じ
り
、
オ
オ
ッ
ク
バ
ネ
ガ
シ
、

ク
ス
ノ
キ
、
ケ
ヤ
キ
な
ど
の
巨
樹
も
見

ら
れ
ま
す
。
十
王
町
と
の
境
界
近
く
に
、

も
り
た
き

水
量
の
豊
富
な
わ
き
水
「
盛
滝
自
噴
水
」

が
あ
り
ま
す
。

’
二
一
高
戸
海
岸

太
平
洋
を
一
望
で
き
る
絶
壁
に
は
、

ハ
マ
ギ
ク
や
コ
ハ
マ
ギ
ク
が
張
り
付
い

て
生
育
し
て
い
ま
す
。
万
葉
集
の
「
手

綱
の
浜
Ｌ
の
歌
は
有
名
で
す
。
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昭
和
六
十
三
年
第
三
回
高
萩
市
議
会
は
、
棚
谷
立
夫
氏
（
秋
山
二
四
四
番
地
）
、

定
例
会
は
、
九
月
七
日
㈱
に
開
会
し
十
石
榮
氏
（
本
町
三
丁
目
五
番
地
）
が

三
日
間
の
会
期
で
審
議
が
行
わ
れ
九
月
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

十
九
日
側
閉
会
し
ま
し
た
。
○
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に

９

今
回
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
人
事
に
つ
い
て
は
、
大
平
喜
美
子
氏
（
本
町
四

関
す
る
も
の
二
件
、
報
告
に
関
す
る
も
丁
目
二
○
番
地
）
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

の
三
件
、
条
例
に
関
す
る
も
の
五
件
、
以
上
の
人
事
案
件
に
つ
い
て
は
、
満
場

予
算
に
関
す
る
も
の
－
件
、
そ
の
他
二
一
致
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

件
で
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
決
定
さ
〈
報
告
〉

れ
ま
し
た
。
○
昭
和
六
十
二
年
度
高
萩
市
高
萩
霊
園

主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

り
で
す
。
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
第
二
三
三
条

〈
人
事
〉
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和
六
十
二

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
年
度
の
高
萩
霊
園
特
別
会
計
の
決
算
に

畦
一
員
一
三
員
一
一
二
菖
三
一
昼
一
一
三
画
’
三
届
一
三
岳
二
三
国
一
三
豊
一
一
項
二
三
画
三
国
巨
邑
二
富
三
一
昼
一
一
三
畳
二
二
富
一
三
一
薗
一
一
三
頁
二
三
当
一
二
国
一
三
一
■
一
一
三
国
一
一
一
画
一
三
言
三
一
一
雪
一
三
誉
三
一
蔓
一
一
三
男
二
一
量
一
三
国
三
一
言
一
三
一
頁
一
三
一
更
一
匡
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、
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、

》
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、
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、

謎
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、
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“

“

：

、

喝

、

“

鐘

郷

、

、

“

、

、

蝋

、

蜜

津

、

“

、

全
の
識
《
，
象
に
Ｆ
Ｊ
恥

塩

”

呵
市
剛

郵
〆
・
無
左
・
口
竈
＆
弓
鰯
乱
【
■
唖
識
切
藷
王
地
樺
》
一
一
《
い
識
ふ
い
；
、
。
”
＃
＆
“

卿
、
、
、
“

Ⅱ叩

Ⅱ

、

“

〆

必

』

萩

恥

左
Ｆ
口
》
手
口
考
》
目
》
》
ロ
ー
》
￥
》
Ｅ
口
↓
一
》
昼
Ｔ
Ｉ
》
一
斗
Ｌ
正
）
□
ロ
ロ
日
ロ
ー
口
稿
Ｊ
ロ
ー

叩
ⅡⅡ即Ⅱ

軍Ⅱ
“

西川
、
甑

叫
＆
㈱
か
鞍
”
界
共
一
萩
壬
の
器
平
兵
る
和
Ⅳ
牝

“
？
《
．
．
殿
：
…
Ⅳ
↑
《
唖
嶬
一
や
這
嘩
断
糠
鼬
口
》
碓
壺
■
昭
浄
壺
“
・
＆
Ⅷ

ｒ

Ｊ

“

串

〕

に

串

ご

串

＄

■

覇

Ⅱ

６

Ｊ

甑Ⅱ

覇

叩

杣

画

三
国
一
三
量
一
三
二
三
国
一
一
三
号
三
星
三
一
昌
二
更
三
唇
三
国
三
一
旨
三
一
蚤
一
一
三
■
三
員
三
関
三
国
三
一
国
三
一
員
三
岳
一
一
三
旨
一
三
暫
一
三
国
三
一
長
三
一
量
三
一
■
三
量
一
三
塁
言
豊
一
三
量
三
国
一
三
国
三
国
三
一
円
一
三
胃
一
利

市
議
会
だ
よ
り
？
Ｅ
〃
＆
～
九
月
～

第
三
回
高
萩
市
議
会
定
例
会

（
捧
帳
嶬
葬
”
か
評
酎
榔
諦
唾
一
帽
か
統
廃
合
決
ま
る
）

（
）

つ
い
て
、
議
会
の
認
定
に
付
し
た
も
の

で
す
。

○
昭
和
六
十
二
年
度
高
萩
市
水
道
事
業

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
昭
和
六
十
二
年
度
高
萩
市
工
業
用
水

道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
、
以

上
二
件
は
、
地
方
公
営
企
業
法
第
三
十

条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
昭
和
六
十
二

年
度
の
企
業
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
議

会
の
認
定
に
付
し
た
も
の
で
す
。

〈
条
例
〉

○
高
萩
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も

の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
当
市
の
財
政

事
情
を
考
慮
し
、
臨
時
的
措
置
と
し
て

減
額
支
給
し
て
い
る
期
末
手
当
の
支
給

額
を
本
条
の
規
定
に
戻
す
た
め
、
本
条

例
の
一
部
改
正
で
す
。

○
高
萩
市
障
害
者
住
宅
整
備
資
金
貸
付

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
国
の

障
害
者
住
宅
整
備
資
金
貸
付
制
度
要
綱

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部

改
正
で
す
。

○
高
萩
市
霊
園
使
用
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
は
、
最
近
の
社
会
経
済
情
勢

の
動
向
等
を
考
慮
し
、
使
用
料
を
適
正

な
額
に
改
め
る
た
め
本
条
例
の
一
部
改

正
で
す
。

○
高
萩
市
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退

職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
は
、
消
防
団
員
等
公

務
災
害
補
償
等
共
済
基
金
法
施
行
令
の

一
部
改
正
に
伴
う
改
正
及
び
条
文
の
整

理
を
す
る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
改
正

で
す
。

○
高
萩
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
は
、
高
萩
市
立
横
川
小
学

校
の
在
籍
児
童
数
の
減
少
に
伴
い
、
昭

和
六
十
四
年
三
月
三
十
一
日
付
を
も
っ

て
廃
止
し
、
昭
和
六
十
四
年
四
月
一
日

か
ら
高
萩
市
立
君
田
小
学
校
へ
統
合
す

る
こ
と
に
よ
る
本
条
例
の
一
部
改
正
で

す
。〈
予
算
〉

○
昭
和
六
十
三
年
度
高
萩
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
三
号
）
に
つ
い
て
は
、

庁
舎
及
び
市
民
セ
ン
タ
ー
補
修
、
健
康

ま
つ
り
事
業
、
土
地
改
良
事
業
、
道
路

舗
装
工
事
、
小
中
学
校
施
設
修
繕
等
に

伴
う
補
正
予
算
で
す
。

〈
そ
の
他
〉

○
核
兵
器
廃
絶
・
平
和
都
市
宣
言
に
つ

い
て
は
、
高
萩
市
は
日
本
国
憲
法
の
恒

久
平
和
の
理
念
に
も
と
づ
き
、
世
界
の

す
べ
て
の
国
に
対
し
核
兵
器
の
全
面
廃

絶
と
人
類
永
遠
の
平
和
を
希
求
し
、
「
核

兵
器
廃
絶
・
平
和
都
市
」
を
宣
言
し
た

も
の
で
す
。

○
高
萩
市
立
松
岡
小
学
校
大
規
模
改
造

工
事
請
負
変
更
契
約
に
つ
い
て
は
、
給

排
水
衛
生
設
備
工
事
及
び
電
気
設
備
工

事
等
の
一
部
に
設
計
変
更
が
生
じ
た
こ

と
に
よ
る
工
事
請
負
変
更
契
約
で
す
。

〈
｜
般
質
問
〉

○
高
浜
海
岸
の
浸
食
と
今
後
の
対
策
に

つ
い
て

○
安
良
川
蛇
沼
地
域
の
増
水
対
策
に
つ

い
て

亨

○
情
報
公
開
の
制
度
化
に
つ
い
て

○
観
光
に
つ
い
て

○
高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

○
店
舗
分
譲
に
つ
い
て
（
住
宅
公
社
）

〈
請
願
・
陳
情
書
審
査
結
果
〉

※
採
択
さ
れ
た
も
の

○
市
道
整
備
及
び
舗
装
に
関
す
る
陳
情

書○
市
道
路
（
市
道
一
○
一
号
線
）
の
一

部
拡
幅
に
つ
い
て
の
陳
情
書

○
国
保
の
改
善
に
関
す
る
陳
情
書

○
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
追
加
議
定
書
の
加

入
に
つ
い
て
の
請
願
言

※
継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の

○
学
校
事
務
職
貝
と
栄
養
職
員
の
「
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
法
」
適
用
除
外
に

反
対
し
、
あ
わ
せ
て
既
に
除
外
さ
れ
た

経
費
の
復
元
を
求
め
る
請
願

○
名
称
、
形
式
を
問
わ
ず
大
型
間
接
税

の
導
入
に
反
対
す
る
陳
情
書

〈
意
見
書
鬮
の
提
出
〉

○
国
保
の
改
善
に
関
す
る
意
見
耆
鬮
の

提
出
に
つ
い
て

○
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
追
加
議
定
書
の
加

入
に
つ
い
て
の
意
見
書
㈱
の
提
出
に
つ

い
て
以
上
二
件
は
、
議
員
よ
り
提
出
さ

れ
原
案
ど
お
り
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

会
期
・
日
程
等
は
議
会
事
務
局
へ
問

い
合
わ
せ
ノ
く
だ
さ
い
・

念
二
三
’
一
二
二
内
線
二
八
二

議
会
を
傍
聴
い
ま
し
よ
つ

次
の
定
例
会
は
十
二
月
で
す

4



天

》
八
月
二
十
五
日
附
、
富
山
県
総
合
体

轟
育
セ
ン
タ
ー
で
、
第
三
十
八
回
全
国
高

一
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
大
会
が
開
か
れ
、

》
佐
川
安
應
さ
ん
㈱
が
、
文
部
大
臣
か
ら

》
特
別
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

》
こ
の
賞
は
、
高
等
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

》
動
の
振
興
に
功
績
を
収
め
た
と
し
て
、

》
全
国
百
十
七
人
が
表
彰
さ
れ
、
そ
の
一

》

》
人
に
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

虻

《
佐
川
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
八
年
か
ら

シ

串
高
萩
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
五
年
、
続
い

》
て
現
在
ま
で
会
長
と
、
茨
城
県
高
等
学

へ

浄
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
監
事
を
、
十
余
年
の

》
長
期
間
に
わ
た
り
務
め
て
い
ま
す
。

一
幽
蕊
嬢
蕊
溌
蕊

垂
演
会
等
を
実
施
す
る
な
ど
，
積
極
的
な

》
実
践
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

》
ま
た
、
昭
和
四
十
二
年
市
議
会
議
員

》
に
当
選
以
来
、
現
在
も
地
域
相
互
連
携

》
の
強
化
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認

》
め
ら
れ
、
今
回
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

鐸
も
勘
§
紛
胸
鬮
吻
も
い
＃
樹
§
似
を
も
、
＃
似
う
う
う
，
う
う
タ
タ
ゥ
も
る
も
入

灘溌撫穐撫“輔騨

全
国
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
振
興
功
労
者

文
部
大
臣
特
別
表
彰

亀
蕊
灘
癖
識
鋳
鍵
譲

；
昨
鰹
￥
ぬ

鞄瀞
串

高萩高等学校PTA会長
やす まさ

佐川安應さん(大能）
<べ

酔

錫…
九
月
十
三
Ⅱ
㈱
、
高
萩
市
市
民
憲
章

推
進
協
議
会
（
会
長
、
鈴
木
藤
太
）
が

主
催
す
る
〃
葛
の
花
の
観
察
会
“
が
行

わ
れ
、
何
会
此
な
ど
約
三
十
人
が
参
加

し
て
、
市
内
に
自
生
し
て
い
る
葛
の
よ

う
す
を
実
際
に
兇
て
ま
わ
り
ま
し
た
。

現
在
、
日
本
全
国
で
、
鳥
取
大
学
の

名
誉
教
授
、
遠
山
正
瑛
先
生
の
呼
び
か

け
で
、
中
同
の
黄
河
流
域
を
葛
で
緑
化

し
、
日
中
友
好
に
役
立
て
よ
う
と
い
う

運
動
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
黄
河
流
域
の
緑
化
事
業
は
、
中

国
内
陸
部
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
基
点
と

い
わ
れ
る
闘
州
市
地
域
か
ら
、
は
じ
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
、
現
在
、
そ
の
蘭
州
巾
か

ら
洋
裁
の
研
修
生
十
一
人
が
滞
在
し
、

か
も
せ
い

し
か
も
今
年
六
川
に
は
、
何
茂
朧
蘭
州

中国

黄河流域の

緑化運動 ー
リ

▲葛の花の観察会を実施

市
長
を
は
じ
め
と
す
る
同
市
政
府
経
済

技
術
交
流
団
が
高
萩
市
を
訪
れ
ま
し
た

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
高
萩
市
市
民

憲
章
推
進
協
議
会
で
も
、
こ
の
運
動
に

取
り
組
む
こ
と
が
決
ま
り
、
十
一
月
中

ご
ろ
の
蔦
の
種
子
の
採
取
時
期
を
前
に

観
察
会
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

葛
は
、
秋
の
七
草
の
一
つ
で
も
あ
り

マ
メ
科
の
多
年
生
の
つ
る
で
、
日
本
全

土
に
自
生
、
家
畜
の
飼
料
な
ど
と
し
て

も
最
適
で
、
緑
化
に
大
き
な
効
果
を
も

た
ら
す
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

久
し
ぶ
り
に
海
水
浴
場
が
復
活
し
、

に
ぎ
わ
っ
た
高
萩
海
岸
も
、
秋
風
と
と

も
に
波
が
打
ち
寄
せ
る
音
だ
け
の
落
ち

着
き
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。

浜
辺
に
た
つ
と
、
四
季
折
々
の
海
の

表
情
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

高
萩
市
は
、
県
下
で
最
も
広
い
山
林

を
も
つ
都
市
で
あ
り
な
が
ら
、
太
平
洋

に
面
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
、
全
国
で

も
珍
ら
し
い
「
海
沿
い
の
森
林
都
市
」

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

特
に
、
「
高
萩
の
砂
」
は
質
の
良
い

海
辺
に
て

紅
２
蕗
昶
必
諜
未
委
冷

ゆ
く
夏
を
惜
し
む
浜
辺
に
波
高
し

商
萩
巾
市
比
窓

市
民
の
み
な
さ
ん

葛
の
種
子
を
採
つ

び
か
け
て
い
ま
す

＊

※
詳
し
く
は
、

事
務
局
の
市
民

椚
勤
課
へ

盆
二
三
’
二

一
二
内
線
二

一
ハ
ー
ー

8

1

8 こ
と
で
有
名
で
、
水
道
施
設
の
ろ
過
砂

や
ゴ
ル
フ
場
の
バ
ン
カ
ー
用
の
砂
で
、

逆
に
「
砂
の
高
萩
」
な
ど
と
覚
え
ら
れ

め
人
く

て
い
て
、
面
食
ら
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
私
ど
も
の
体
内
に
塩
分
の
あ
る
の
は
、

人
間
が
海
か
ら
生
ま
れ
た
証
拠
と
の
説

も
あ
り
ま
す
が
、
海
辺
は
心
の
ふ
る
さ

と
と
し
て
、
人
に
落
ち
つ
き
や
や
す
ら

ぎ
と
と
も
に
、
限
り
な
い
希
望
を
与
え

て
く
れ
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
、
高
萩
海
岸
は
文
字
通
り
白

砂
青
松
の
浜
辺
と
し
て
多
く
の
人
に
親

し
ま
れ
、
夏
は
海
水
浴
客
で
に
ぎ
わ
い

ば
う
・
っ
い
か
人

旅
館
も
高
戸
岬
の
蓬
莱
館
を
は
じ
め
、

数
多
く
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

戦
後
、
松
林
が
市
街
地
に
変
わ
り
、

浸
食
を
防
ぐ
た
め
全
面
に
防
波
堤
が
つ

▼

一

く
ら
れ
ま
し
た
ｃ

市
民
生
沽
の
安
全
を
守
る
た
め
必
要

で
大
切
な
施
設
で
し
た
が
、
こ
の
た
め

人
と
海
と
の
距
離
が
遠
く
な
り
、
安
全

を
重
視
す
る
立
場
か
ら
遊
泳
禁
止
区
域

と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
離
岸
堤
の
設
證
で
一
部
の

区
域
が
泳
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
市
民

の
み
な
さ
ん
が
海
に
親
し
め
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
は
、
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

私
は
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
海
が
、
も

っ
と
安
全
に
楽
し
く
利
用
さ
れ
る
よ
う

そ
し
て
、
砂
の
美
し
い
高
萩
海
岸
に
、

市
外
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
訪

ね
て
く
る
よ
う
な
、
リ
ゾ
ー
ト
基
地
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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